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1.  平成21年3月期第1四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第1四半期 1,676 ― 26 ― 19 ― 3 ―
20年3月期第1四半期 1,697 5.3 116 7.8 108 9.0 64 11.1

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益
円 銭 円 銭

21年3月期第1四半期 0.30 ―
20年3月期第1四半期 5.04 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第1四半期 8,675 1,707 19.7 133.96
20年3月期 8,311 1,761 21.2 138.18

（参考） 自己資本   21年3月期第1四半期  1,707百万円 20年3月期  1,761百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― ― ― 5.00 5.00
21年3月期 ― ――― ――― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ― ― 6.00 6.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期連結累計期間 3,500 △0.3 80 △61.9 70 △63.0 40 △59.2 3.14
通期 7,600 5.5 270 △23.9 230 △26.5 105 △21.1 8.24

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

(注)  詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】 「４.その他」をご覧ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

(注) 詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】 「４.その他」をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１ 平成20年５月16日に公表いたしました連結業績予想は、第２四半期連結累計期間及び通期を本資料において修正しております。 
２ 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、上記業績予想に関する事項は、２ページ【定性的情報・財務諸表等】「３.連結業績予想に関する定性的情
報」をご覧ください。 
３ 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」 (企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」 (企業会計基準適用指針 第
14号)を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。  

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第1四半期  12,861,992株 20年3月期  12,861,992株
② 期末自己株式数 21年3月期第1四半期  117,172株 20年3月期  116,510株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第1四半期  12,745,038株 20年3月期第1四半期  12,760,383株
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【定性的情報・財務諸表等】 

１．連結経営成績に関する定性的情報 
当期の経営成績 

当第１四半期における我が国経済は、サブプライムローン問題を背景とする米国の景気減速、原油価
格の高騰等の影響を受け、景気減速懸念が広がり先行き不透明感が増しております。 

このような経済環境のもと、当社グループは持続的成長を目指し、コスト削減等も含めた一層の業務
の合理化・効率化・改善を実施し経営体質の強化、業績の向上に努めてまいりました。 
(1) 売上高 

当第１四半期の売上高は、16億７千６百万円と前年同期と比べ２千万円(△1.2％)の減少となりました。 
事業別の売上高は次のとおりであります。 
・医療機器事業につきましては、主力の国内コンドームは常態化した価格競争に伴う価格低下圧力は
依然として激しく、原材料全般の継続的な高騰により収益両面ともに引き続き厳しい展開が続き売
上高は、５億８千４百万円となりました。 

・精密機器事業につきましては、主力のショックアブソーバ及びロータリーダンパーは、設備投資や
回復基調にある個人消費等を背景に国内市場・海外市場とも受注は順調に推移し売上高は、８億９
百万円となりました。 

・SP事業につきましては、主力のゴム風船が主体となる販促用品市場のニーズ多様化と市場の縮小が
続く中、ノベルティ商品を中心とした新規開拓に注力し販売先が拡大し売上高は、       
１億９千８百万円となりました。 

・その他事業につきましては、８千５百万円となりました。 
(2) 利益 

生産合理化をベースとした経営の効率化を図るとともに諸経費の節減を行ってきましたが、継続的な
原材料のコスト圧迫要因があり、営業利益は２千６百万円と前年同期と比べ９千万円(△77.4％)の減益
となりました。 

経常利益は、１千９百万円と前年同期と比べ８千８百万円(△81.9％)の減益となり、四半期純利益は
３百万円と、前年同期と比べ６千万円(△94.0％)の減益となりました。 

 

２．連結財政状態に関する定性的情報 

(流動資産) 
当第１四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、47億３千万円で前連結会計年度末に比べ２

億８千９百万円増加しました。主な要因は、短期資金調達による現金及び預金の３億１千５百万円の増
加によるものであります。 
(固定資産) 

当第１四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、39億３千５百万円で前連結会計年度末に比
べ７千４百万円増加しました。主な要因は、その他設備の増加であります。 
(流動負債) 

当第１四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、37億９千７百万円で前連結会計年度末に比
べ３億８千６百万円増加しました。主な要因は、短期借入金の２億３千６百万円と賞与引当金の７千９
百万円などの増加によるものであります。 
(固定負債) 

当第１四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、31億７千万円で前連結会計年度末に比べ３
千２百万円増加しました。主な要因は、その他の増加３千万円であります。 
(純資産) 

当第１四半期連結会計期間末における純資産の残高は、17億７百万円で前連結会計年度末に比べ５千
３百万円減少しました。主な要因は、配当金支払いなどによる利益剰余金の５千９百万円の減少による
ものであります。 

 

３．連結業績予想に関する定性的情報 
第１四半期における連結業績の進捗を勘案し、業績予想の見直しを行った結果、平成20年５月16日付

「平成20年３月期 決算短信」にて発表いたしました平成21年３月期の第２四半期連結累計期間及び通
期（連結)並びに第２四半期累計期間及び通期(個別)の業績予想を修正しております。詳細は本日別途開
示する、「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 
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４．その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

  該当事項はありません。 

 

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

１ 一般債権の貸倒見積高の算定方法 
 当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がな
いと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 
 
２ 棚卸資産の評価方法 
 当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実
地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 
 
３ 固定資産の減価償却費の算定方法 
 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する
方法によっております。 
 
４ 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 
 法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する
方法によっております。 
 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異
等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測
やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 
 
５ 連結会社相互間の債権債務及び取引の相殺消去 
 連結会社相互間の債権と債務の相殺消去 
 当該債権の額と債務の額に差異が見られる場合には、合理的な範囲内で当該差異の調整を行わないで
債権と債務を相殺消去しております。 
 連結会社相互間の取引を相殺消去 
 取引金額に差異がある場合で当該差異の重要性が乏しいときには、親会社の金額に合わせる方法によ
り相殺消去しております。 

 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

 １ 「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成19年３月14日 企業会計基準第12
号)及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準委員会 平成19年３月14日 企
業会計基準適用指針第14号)を当第１四半期連結会計期間から適用しております。また、「四半期連結財
務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

 

 ２ 「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成18年７月５日 企業会計基準第９
号)を当第１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法(収益性の低下に
よる簿価切下げの方法)に変更しております。 

  この結果、従来の方法によった場合に比べて、売上総利益、営業利益、経常利益及び税金等調整前四
半期純利益が24,546千円それぞれ減少しております。 

  なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。 
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 ３ リース取引に関する会計基準等の適用 
  「リース取引に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成５年６月17日 最終改正平成19年３月30

日 企業会計基準第13号)及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準委員会 平成
６年１月18日 最終改正平成19年３月30日 企業会計基準適用指針第16号)を当第１四半期連結会計期
間から早期に適用し、所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方
法に準じた会計処理から通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理に変更し、リース資産として計上
しております。 

  また、リース資産の減価償却の方法は、リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとして算定する
方法によっております。 

  なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常
の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。 

  これに伴う、リース資産計上額、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は
軽微であります。 

  なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。 
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５．四半期連結財務諸表 
 

(1) 四半期連結貸借対照表 

                                            (単位:千円) 

  
当第 1四半期連結会計期間末 

(平成 20 年６月 30 日) 

前連結会計年度末に係る 

要約連結貸借対照表 

(平成 20 年３月 31 日) 

資産の部 

 流動資産 

  現金及び預金 1,533,382 1,218,001

  受取手形及び売掛金 1,580,656 1,750,766

  有価証券 100,000 100,000

  たな卸資産 1,397,560 1,292,073

  その他 131,515 93,479

  貸倒引当金 △ 13,097 △ 14,295

  流動資産合計 4,730,018 4,440,025

 固定資産 

  有形固定資産 

   建物及び構築物(純額) 977,301 971,780

   土地 1,540,830 1,540,830

   その他(純額) 374,074 313,948

   有形固定資産合計 2,892,206 2,826,559

  無形固定資産 19,022 20,026

  投資その他の資産 

   その他 1,061,338 1,051,044

   貸倒引当金 △37,341 △37,334

   投資その他の資産合計 1,023,996 1,013,710

  固定資産合計 3,935,224 3,860,297

 繰延資産 10,738 11,313

 資産合計 8,675,981 8,311,636
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                                            (単位:千円) 

  
当第 1四半期連結会計期間末 

(平成 20 年６月 30 日) 

前連結会計年度末に係る 

要約連結貸借対照表 

(平成 20 年３月 31 日) 

負債の部 

 流動負債 

  支払手形及び買掛金 1,420,129 1,381,469

  短期借入金 1,797,066 1,560,612

  未払法人税等 44,242 70,580

  賞与引当金 200,410 120,513

  その他の引当金 9,058 ―

  その他 327,069 278,735

  流動負債合計 3,797,977 3,411,911

 固定負債 

  社債 500,000 500,000

  長期借入金 1,765,438 1,765,938

  退職給付引当金 440,903 445,928

  役員退職慰労引当金 251,403 244,549

  その他 212,939 182,202

  固定負債合計 3,170,683 3,138,618

 負債合計 6,968,661 6,550,530

純資産の部 

 株主資本 

  資本金 643,099 643,099

  資本剰余金 248,362 248,362

  利益剰余金 555,738 615,590

  自己株式 △ 25,886 △ 25,768

  株主資本合計 1,421,314 1,481,284

 評価・換算差額等 

  その他有価証券評価差額金 56,062 45,084

  土地再評価差額金 228,454 228,454

  為替換算調整勘定 1,489 6,282

  評価・換算差額等合計 286,006 279,822

 純資産合計 1,707,320 1,761,106

負債純資産合計 8,675,981 8,311,636
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(2) 四半期連結損益計算書 

    (単位:千円) 

 
当第 1四半期連結累計期間 

(自 平成 20 年４月１日 

 至 平成 20 年６月 30 日) 

売上高 1,676,926

売上原価 1,262,030

売上総利益 414,896

販売費及び一般管理費 388,532

営業利益 26,364

営業外収益 

 受取利息 1,773

 受取配当金 3,730

 受取賃貸料 7,067

 その他 5,510

 営業外収益合計 18,080

営業外費用 

 支払利息 17,373

 賃貸費用 3,388

 その他 4,054

 営業外費用合計 24,816

経常利益 19,628

特別利益 

 貸倒引当金戻入額 1,190

 特別利益合計 1,190

特別損失 

 固定資産除却損 4,307

 特別損失合計 4,307

税金等調整前四半期純利益 16,511

法人税、住民税及び事業税 41,867

法人税等調整額 △ 29,231

法人税等合計 12,635

四半期純利益 3,875
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 (3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

                           (単位:千円) 

  

当第 1四半期連結累計期間 

(自 平成 20 年４月１日 

 至 平成 20 年６月 30 日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

 税金等調整前四半期純利益 16,511 

 減価償却費 43,423 

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △ 1,190 

 賞与引当金の増減額（△は減少） 79,913 

 退職給付引当金の増減額（△は減少） △ 5,003 

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 6,853 

  その他の引当金の増減額（△は減少） 9,058 

 受取利息及び受取配当金 △ 5,503 

 支払利息 17,373 

 社債発行費償却 575 

 有形固定資産除却損 4,307 

 売上債権の増減額（△は増加） 169,975 

 たな卸資産の増減額（△は増加） △ 105,896 

 仕入債務の増減額（△は減少） 36,489 

 その他 △ 18,141 

 小計 248,748 

 利息及び配当金の受取額 5,503 

 利息の支払額 △ 17,373 

 法人税等の支払額 △ 66,240 

 営業活動によるキャッシュ・フロー 170,638 
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                           (単位:千円) 

  

当第 1四半期連結累計期間 

(自 平成 20 年４月１日 

 至 平成 20 年６月 30 日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー  

 有形固定資産の取得による支出 △ 32,710 

 投資有価証券の取得による支出 △ 761 

 貸付金の回収による収入 4,474 

 その他 5,991 

 投資活動によるキャッシュ・フロー △ 23,005 

財務活動によるキャッシュ・フロー  

 短期借入金の純増減額(△は減少) 226,000 

 長期借入れによる収入 200,000 

 長期借入金の返済による支出 △ 190,046 

 自己株式の取得による支出 △ 118 

 配当金の支払額 △ 63,684 

 財務活動によるキャッシュ・フロー 172,151 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △ 4,402 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 315,381 

現金及び現金同等物の期首残高 908,994 

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,224,376 
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 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第 12 号)及び「四半期財務諸表

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第 14 号)を適用しております。また、「四半期連結財

務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 
 
(4) 継続企業の前提に関する注記 

 当第１四半期連結累計期間(自 平成 20 年４月１日 至 平成 20 年６月 30 日) 
  該当事項はありません。 

 

(5) セグメント情報 

当第１四半期連結累計期間(自 平成 20 年４月１日 至 平成 20 年６月 30 日) 

 
医療機器 
事業 
(千円) 

精密機器
事業 
(千円) 

SP事業 
(千円) 

その他
事業 
(千円)

計 
(千円) 

消去 
又は全社 
(千円) 

連結 
(千円) 

  売上高    

 (1) 外部顧客に対する 
   売上高 

584,179 809,341 198,094 85,311 1,676,926 ― 1,676,926

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高 

7,583 1,892 447 ― 9,924 (9,924) ―

計 591,763 811,234 198,542 85,311 1,686,850 (9,924) 1,676,926

  営業利益 △ 2,036 131,538 13,356 △ 39 142,819 (116,455) 26,364

 (注)１ 事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各事業の主要な製品 

(1) 医療機器事業………コンドーム・水枕 

(2) 精密機器事業………緩衝器 

(3) SP事業   ………バルーン・販売促進用品 

(4) その他事業 ………電工用手袋・食容器 

３ 「(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 2「棚卸資産の評価に

関する会計基準の適用」に記載したとおり、当第１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、

原価法から原価法(収益性の低下による簿価切下げの方法)に変更しております。 

  これに伴い、従来の方法によった場合と比較して、営業利益が医療機器事業で21,207千円、精密機器事業

で3,335千円、その他事業で3千円減少しております。 

４ 「(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 3「リース取引に関す

る会計基準等の適用」に記載したとおり、当第１四半期連結会計期間から適用しております。 

  これによる各セグメントに与える影響は軽微であります。 

 
所在地別セグメント情報 

当第１四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日) 

全セグメントの売上高の合計及び全セグメントの資産の金額の合計額に占める日本の割合が、い

ずれも90％を超えるため、記載を省略しております。 
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海外売上高 
海外売上高及び連結売上高に占める海外売上高の割合は次のとおりであります。 

当第１四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日) 

 ヨーロッパ その他の地域 計 

Ⅰ 海外売上高(千円) 166,189 79,931 246,120

Ⅱ 連結売上高(千円)  1,676,926

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％) 

9.9 4.8 14.7

 

(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 各区分に属する主な国又は地域 

 (1) ヨーロッパ………ドイツ・イギリス・ロシア 

 (2) その他の地域……台湾・韓国・オーストラリア・アメリカ・中国・シンガポール 

３ 海外売上高は、当社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 当第１四半期連結累計期間(自 平成 20 年４月１日 至 平成 20 年６月 30 日) 
  該当事項はありません。 

 

 

「参考資料」 

（要約）前四半期連結損益計算書 

                            (単位:千円) 

科  目 

前年同四半期 

(平成20年3月期第1四半期) 

金 額 

Ⅰ 売上高 1,697,646

Ⅱ 売上原価 1,232,483

  売上総利益 465,163

Ⅲ 販売費及び一般管理費 348,506

  営業利益 116,656

Ⅳ 営業外収益 15,624

Ⅴ 営業外費用 24,112

  経常利益 108,167

Ⅵ 特別利益 ―

Ⅶ 特別損失 1,779

  税金等調整前四半期純利益 106,387

  税金費用 42,042

  四半期純利益 64,345
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